
計画地

計画の概要

地区面積 構造

階数 高さ

名称 施行区域面積

名称 幅員 延長 面積

東２・２・２０
清瀬駅下清戸

線
１６ｍ 約１４０ｍ

区画街路　１ １２ｍ 約２０ｍ

区画街路　２ １０ｍ 約１７０ｍ

清瀬駅北口
駅前広場

約６,２００㎡

街
区

建ぺい率 容積率
建築物の

高さの限度
壁面の

位置の限度

1 約８０％ 約４５０％ ５０ｍ １ｍ・２ｍ

2 約８０％ 約４５０％ ３５ｍ １ｍ

建築面積
延べ面積

（容積対象）
備考

1 約４，２００㎡
約３０，０００㎡

（約２４，５００㎡）

2 約６９０㎡
約４，０００㎡

（約４，０００㎡）

建築敷地面積

1 約５,４００㎡

2 約９００㎡

都市計画決定

地　区　名
容積率の
最高限度

建ぺい率の
最高限度

容積率の
最低限度

建築面積の
最低限度

壁面の
位置の限度

Ⅰ街区
１ｍ，２ｍ

Ⅱ街区
１ｍ

都市計画決定

（きよせえききたぐち）

ＮＯ．４０ 　清瀬駅北口地区（市施行）

１　計画の概要

清瀬市元町一丁目の一部

公共施設の整備と併せて、低層木造地区を整備し、土地の合理的かつ高度利用と都市機能
の更新を図ることにより、市の玄関口にふさわしい街区を形成する。

約１．７ｈａ 鉄骨鉄筋コンクリート造

地上１３階／地下２階 ４１ｍ以下

２　都市計画の内容

清瀬駅北口地区
第一種市街地再開発事業

約１．７ｈａ

公共施設の
配置及び規模

備　　　　　考

道
路

※東３・４・２４
起点付近に約６，２００㎡
の交通広場を設ける。

交通広場内に幅員約６ｍの
歩行者専用デッキを設ける。

建築物の整備

主　要　用　途

店舗・住宅・駐車場

店舗・業務

住宅建設の目標

約１００戸 約８，６００㎡

建築敷地の
整備

整備計画 備考

壁面位置の後退により敷地の
周囲に歩行者空間を確保する。

駐車台数約１９０台

昭和６２年８月１３日　東京都告示第８９９号

３　高度利用地区

面　　　積

清瀬駅北口地区 約１．７ｈａ ５００％ ８０％ ２００％ ２００㎡

昭和６２年８月１３日　清瀬市告示第７１号



敷地面積 建ぺい率

延べ面積 容積率

地下２階

～地上５階

地上５階

地上６階～１３階

地上１階～３階

地上４階～７階

事業認可 総事業費

年　　　月　　　日

昭和５２年７月

昭和５８年１０月

昭和６２年８月１３日

平成２年６月５日

平成４年２月１２日

平成４年２月２０日

平成４年１０月

平成５年１２月

平成７年３月３０日

平成７年９月２９日

４　事業計画の概要

約６,３８２㎡ ８０％

約３８,１４２㎡ ４９２％

用途

A棟

店舗・駐車場
住宅戸数 １００戸

公益施設（図書館）

住宅

駐車場 ３２０台
Ｂ棟

店舗・事務所

公益施設（生涯学習センター等）

平成２年６月５日 約３１６億円

５　経　緯

内　　　　　　　　　　　　　　　容

「清瀬駅北口地区まちづくり研究協議会」発足

「清瀬駅北口再開発協議会」発足

都市計画決定

事業計画決定

権利変換計画認可

権利変換期日

A棟工事着工

Ｂ棟工事着工

施設建築物完了公告

竣工式（グランドオープン）

６　位置図



８　完成写真

７　区域図


